







時間 というものが時計や暦で測 られ るもの,つ ま り,直線 的に発展するようなものである とする考
え方 信い っ ごろか ら出 て きた ので あ ろ うか。 、
多 くの古代文明社会 におい ては,時 間 は循環する と考 えられてお り,「特 にヘレニズム時代,中 で
もギ リシャ宇宙論 的観念 にその傾向が強 く現われていた。」ω
時間に関す る前者の考 え方 を線型概念,後 者の考 え方を循環概念 と呼 ぶ ことにす ると,時 間 に関す
る線型概念の確立 に最 も大 きな影響を及 ぼした ものの1つ がキ リス ト教であ ろう。「イエス ・キ リス
トの礫 とい う,キ リス ト教 の 中心 的教 義 は,反 復 す るこ との な い,唯 一 無 二 の 出 来事 と考 え られ」〔2}
てお り,「この意味 で,時 間 とい うの は循環 す るもので はな くて,線 型 的な もので なければな らな
い 」(3;から で あ る。
しか し,中 世において も時間に関する循環概念 は存在 していたのであ り,「天文学や占星術 の影響
を強 く受 け継いだ科学者や学者達 は,循 環概念 を力説 しようとした。一方,線 型概念 は,商 業階級 や
貨幣経 済の勃興 によって促進 されたのである。」紛
「つま り権力が土地所有 に集約されている限 り,時 間は実 り豊かな もの と感 じられ,土 地 の周期的
循 環 と関連 付 け られて来 た」(S)が,「貨 幣 の流通 が盛 ん に な る と,流 動性 が強 調 され」(6),「生 活 の テ ン
ポが 日々増大 し,時 間 は連続 的 に知 らぬ間 に経過 して行 く,貴 重な もの と考 え られ る ようにな っ
た。」の
そ して 「Il世紀 以降,イ タ リアの町村 には公 の時 計 が配 置 され,毎EI24時間,時 刻 を報 じ」〔8}てい
た とい う。




成 長 セ ンタ ー とほぼ一 致 す る とい う。」(s;
こうした事実に も表われているように,時 間に関する線型概念の普及 ・浸透 に経済が果た してきた
役割 は大 きな ものが あるようである。
本論で は,時 間 とい うものが,今 日では線型概念 として捉 えられてい るとい う認識 に立 ち,そ れで
は,そ の時間 を測定する基準 は何であるのか ということを改めて問い直 し,そ の考察 を計量経済分析
に応 用 して い る。 、
r
第1節 時間の測定
時計 は,周 期運動や周期 的な状態変化 を利用 して経過 した時間の長 さを謝測 する。 この とき,基 準
となる周期運動ない しは周期的な状態変化 を定義 して,そ の基準に対する相対的な時間 を計測 してい
るわ けで あ る。
この基準 となる周期運動 として,古 くは天文現 象,人 の脈拍,振 り子 な どが とりあげ られ て きた
が,現 在 ではセシウム原子か ら放 出され る光の振動が採用されている。
,
しか し,こ れ らの運動が周期的である,つ ま り単位運動あた りの時 間間隔が等 しい とい うことを実
験的 に確かめることは原理的に不可能である。
昔ガ リレイが 自分 自身の脈拍 と比較 して,振 り子が1往 復する間 に脈拍の鼓 動する回数が常 に… 定
であるζとをもって,振 り子の運動が周期的であることを発見 した と言われているが,こ の ように,
ある運動が周期 的であるか否かを実験的 に確かめるには,別 の周期運動 を基準にして検証 しなけれ ば
な らない。 ところが,そ の別の周期運動が本 当に周期的で あるか否かを実験的に確かめるには,さ ら
に また別の周期運動 を基準 に して検証 しなければならない。 これでは,こ の種の実験 を何回繰 り返 し
て も,振 り子の運動 と脈拍 の関係 を再現 しているに過ぎない。
従 って,そ もそもある運動が周期的であるか否かを判断するための絶対的な基準は存在 しない と考
え られ る。
我々人間は 「物体の運動が継続すること,ま たは状態変化が生 じた ことを知 ることによってのみ,
時 間が経過 した ことを認識 することが可能 となる」1里o似上,「時間が どれだけ経過 したか を問 うこと
は,す なわち運動が どれだけ継続 したか,ま たは状 態変化 が どれだけ進 んだかを問 うことを意味 す
,
る 。」〔1η
この運動が継続 した長 さや状態変化 の進み具合 を測 るためには,基 準に とる運動や基準に とる状態
変化 をあ らか じめ決 めることが必要 となるが,絶 対的な基準が存在 しないので,い ろいろな運動ある
いは状態変化 に応 じてい ろい ろな時間の系が考 えられるわけであ り,「またこれ らの時間の系の うち
どの系 を優先 すべ きであ るかは,は じめか ら決 まっているこ とで はない」働 とい う認識 にた ど りつ
く(13)。
そ こで,計 量経済学 において経済現象 を分析す る際 にも,セ シウム原子 を基準 にした時間の系や暦
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以 外 に も,・経済現象の中に基準を求めて,そ の基準 に基づ く時間の系に従 って分析 を進めることは原
理的 に可能 であるはずである。
具体的 に経済現象の中か ら基準 を選択 する際には,以 下の3 つの条件 を満たす ことが望 ましいと考
え られ る。・
条 件1. 正確に計測ないし認識できること。
条件2. 1年間 に1回 ない し2回 以上 繰 り返 され る こ と。
条 件3. 分析すべ き問題 と関連があること。
上記条件1.昌は,時 間の測定基準 として当然 とも言えることであるが,認 識 とい う言葉 に表われて
いるように,必 ず しも現在数値 データ として計測 されているものでな くとも,分 析者が正確に認識で
きる経済現象であれば測定基準にすることがで きるであろうという意味 も含 まれてい る。
上記条件2.は,一 般 に経済時系列データが1年 ないしそれ より細かい間隔で計測 されているとい
う現実を踏 まえ,時 間 を測定する基準に基づ く単位時間の長 さは1年 以下であることが望 ましい とい
うこ とを述 べ た もので ある。
上記条件3.は,時 間 の測定基準をわ ざわざ新 たに設定するか らには,そ れな りのメ リッ トがな け
ればならないはずであ り,そ れ には,分 析 すべ き問題 と関連があるもの を基準 とすることが望 ましい
の で はない か とい う こ とを述 べ た もので あ る。 L
以上の条件 を満たす基準 はいろいろあ ると思われ るが, ここでは1つ の例 として,産 業用電力需要
量 を とりあ げ る。 す なわ ち, 1ギガワッ ト時の電力が使用 されるのに経過 した時間 を1単 位 として時
間 を刮測 することにす る。
一般 に経済データは暦 に従 って計測 されてお り,産 業用電力需要量 と消費水準 と所得水準の月次デ
























・ .7 17453.00・314878,00472310 .00
8 .15796.0029008]L.00.343661.00・;8 16438.00294049.00・351529 .00
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9 17234.00266021.00302930.00 7 21752.00353414.00532904.00
10 17412.00283794.00313639.00 8 20840.00322946.00384387.00
11 16781.00274141.00330399.00 9 21311.00307974.00338100.00
12 童7074.00 413069.00835566.00 10 21579.00314770.00359190.00
1988.1 16391.00283124.00306633.00 11 20662.00303178.00346995.00
2 16832.00268254.00322781.00 12 20639.00、465243.00 1015517.00
3 17646.00326488.00345818.001991.119956.00325913.00342597.00
4 16829.00306041.00318855.00 2・ 19973.00291514.00360843.00
5 16858.00287634.00316343.00 3 21280.00372842.00391904.OO
6 17959.00283166.0050327E.00 4 20679.00345588.00378至68.00
7 1872a.00329446.0049522'r.00 5 20702.00324445.00330920.00
8 18064.003Q3643.00366588.00 6 21938.00340Q89.00649012..00
9 18806.00281879.00320563.00 7 22677.00365211.GO540009.GO
10 18705.00297647.00323461.00L 8 20884.00338691.00102161.00
11 18473.00284720.00346820.00 9 21615.00
「
313451.00345918.00
12 18620.0043441E.00904884.00 1C 21835.00329524.00383675..00
1989.]. 17737.00293165.0031158E.00 11 20895.00319598.00」36U89.00
2 17483.00267360.00339322.00 12 20531.00478819.001079950.00
3 19117.00346027.00354858.001992.319726.00332457.00353828.00
4 1$493.00309845.00323296.00 2 19944.00316180.00376033.00
5 18399.00288276.00335480.00 3 20732.00385G60.00401772.00
6 19537.00299799.00537140.00 4 20063.00354373.00373928.00
7 20210.00343054.00511457.00 5 19959.00335770.GO364227.00
8 19587.00309381.00372935.00 6 21311.00335499.0065304C.00
9 20147.00292242.00354578.00 7 22044.00373708,100579949.00
=r
國 10 20048.00306770.00338815.00 8 20464.00347430.004UO70.00
11 19718.00298057.00362110.00 9 21498.00323662.00360492.00
「
12 19690.00、 443909.00940551.00 10 21337.00330387.00393006.00
1990.118811.00311562..00323690.00 11 20587.00327874.00368225.00
2 18543.00285714.00349586.00 12 20276,'00470840.001 49289.00
3 玉9985.00 357003.00369755.001993.1 19434.00338310.00367370.00
S 19383.00335490.00348480.00 2 19435.00
し=
318072.00384991.00
5 19640.00310980.00323224.00 3 21110,'00394651,'00412783.00




6 21348,00329825.00642211.00 2 20204.00305390.00396816.00
7 21325.00374279.0{590669.00 3 21844。00373015.00 414088.00
8 19787.0034650C.00414112.00 4 20755.00359876.004 6465.00
9 20780.00325222.00367410.00 5 20561.00332177.00349726.00
10 20597。00333528.00 393983.00 6 21629.00327594.00696815.00
11 20086.00330195.00371555.00 7 22334.00374149.00549367.00
12 19747.0047415E.001 52908.00 8 21643.00343565.0042392LOO
1994.118984.00344140.00 370899.00 9 21504.00337742.00371403.00
2 19065.00316088.00384078.00 10 21649.00335618.00403964.00
3 20625,00371303.00 408G58.00 11 20982.00314499.00377871.00
4 19741.00362420.00409000.00 12 21032.00456680.001029123.00
5 19732.00329534.00343765.001996.1 20116.00341499.00379022.00
6 21488.00332453.00701241.00 2 20937.00319150.00399606.00
7 22554.00372853.00566164.00 3 21594.00378437.00415563.00
8 21310.00347069.00410885.00 4 20769.00363034.00419593.00
9 21955.00330118.00368305.00 5 20908。00329088.00 341093.00
10 21704.00344277.00399048.00 6 22062.0{〕343197.00713021.00
it 21175.00331701.00372847.00
12 20921.00455432.001 39248.00 」
この消費水準と所得水準を産業用電力需要量を基準とす る時間に対応 したデータに直すには,産業
用電力需要量 を50000ギガワッ ト時 ご と に 区切 り{ユ5),対応する消費水準と所得水準のデータを計算す
る 。 この計算結果 は表2の ようになる。




1 843392.22 951514.75 12 860356.55 1213382.19
2 869294.78 1097484.8013 871638.06 ll75574.35
3 881058.77 110446E.28 14 834178.00 905995.22
4 998434.64亘473090.40 15 804993..181240119.14
5 903316.42 1004960.80 16 753267.39 879466.12
6 876758.41 1179560.14 17' 918712.38 1483872.17
7 842770.68 1034460.38 18 835827.84 919954.05






















表2'におい て,例 え ば消 費 水準 の第1デ ー タ893392.22は,次の ように して求 め られてい る。すな
わち産業用電力需要量 を50000ギガワッ ト時で区切 る と表1に おいて1986年1月か ら1986年3月まで
の合 計 と1986年4月の398ギガ ワ ッ ト時 まで とな る。 そ こで, これ に対応 す る消費 水準 として は,
1986年1月か ら1986年3月ま で の合 計836]8Fと,1986年9月の デ ー タ に産 業 用 電 力 需 要 量 の 割 合
'(398/16319)
を掛 けた値7206.22とを加 え る こ とに よ り求 め られ る。
こ こで, 1ギガワ ッ ト時 当た りの消費水準 とは,(消費水準/産業用電力需要量)という計算によ
って求め られるので,産 業用電力需要量 は,経 済学 におけるデフレ一 夕に相 当 しているように も見 え
る。 しか しデフレ一夕の役割 と今考 えている時間の測定基準が果たす役割 とは必 ず しも一致 しない。
例えば表1において1986年1月のデータを元 にして(消 費水準/産 業用車力需要量)を 計算 した と
す る と, この値 は,1ヵ 月当た り1ギ ガワッ ト時の電力が使用 された場合の消費水準 を示 す ことにな
る。 この 値 を単 純 に50000倍した として も, 1ヵ月当た り50000ギガ ワッ ト時の電力が使 用された場合
駈
の消費水準が求め られ るだ けで あり,時 間の系は相変わ らず暦 のままである。.
それに対 して表2の 消費水準の データは,50000ギガワ ッ ト時の電 力が使用 された期 間 における消
費水準であるので,瞬 間の系が暦 とは異 なっている。
と ころで, デフレータとして は消費者物価指数が使用 され ることが 多 い の で,1990年を100として
算出 された消費者物価指数 によって表iの 消費水準 と所得水準 を割 るこ・とによ り,実質消費水準 と実
質所得水準 のデータが表3の ように求め られ る。
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1986.1 2893.25 3111.59 11 2979.58 3629.46
2 2656.74 319.95 12 4559.51 9497.40
3 3331.43 3651.591989. 1 3083.03 3276.71
4 3131.93 3164.22 2 2819.99・ 3579.01
5 2918.58 3177.46 3 3631.80 3724.49「
6 2973.11 5099.05 4 3194.28、 3332.95
7. 3351.77 4906.67 5 2953.65 3437.30
8 3096.28 3668.18 6 3074.81, 5509.13
9 2809.27 3157.36 7 3525,73= 5256.50
10 3019.42 3232.14 8・ 3182.93、 3836.78
11 2933.68 3462.34 9 2982.06 3618.14
12 4352.76 8663.66 10 3io4.96 3429.30
1987.1 2961.21 3122.57 11 3047.62 3702.56
2 2740.86 3393.98 12. 4538.95 9617.09
3 3387.23 3656.201990 。1 3169.50 3292.88
4 3146.68 3255.92 2 2903.60 3552.70
5 2989.58 3336.72 3 3613,'39 3742.46
6 2927.04 4961.34 4 3368.37 3498.80
7 3350.91 5026.29 5 3106.69・ ・3229.01
8 3126.15 3737.19 6 3ユ17.96 5969.24
9 2803.08 3192.00 7 3551.90 5350.79
10 2990.36 3304.89 8. 3232.69 3847.72
11 2902,961 3498.69 9 3058.33 3357.50
12 9378.42 8856.78 10 3092.09 3528.39
1958.] 3010.00 3259.94 11 2984:09 3415.31
2' 2857.6C 3438.45 12 958.67 10005.09
3 3469.14 3669.231991 .1 3188.97 3352.22
4 3231.14 3366.43 2 2860.79 354].15
5 3033.83 3336.63 3 3641.Q9 3827.19
6 2992.60 5318.83 4 3355.22 3671.53・
7 3488.60 529.10 5 3134.73 3197.29
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6 3298.58 6294.98 1994.1 3228.33 3479.35
7 3545.74 5242.81 2 2965.18 3602.98
8 3281.89 3896.91 3 3466.88 3815.6i
9 3431.49 3345.44 4 3377.63 3811.74
10 3153.34 3671.53 5 3068.29 3200.79
11 3052.51 3449.75 6 3107.'09 6553.65
12・ 4595,14' 10364.20 7 3500.97 5316.09
1992.1, 3196.70 3402.19 8、 3243.64 3840.05
2 3043.・12 3619.18 9 3076.59 3432.48
3 3694.06 3848.39 10 3193.66 3701.74
'4
3358.99 3544.34 11 3085.59 3468.34
5 3179.64 3449」2 12 4248,43・ 9694.48
6 3180.09 6189.95 1995.1 3131」3 3419.05
7 3569.32 5539.15 2 2859.46 3715.51
8 3308.8E 3914.95 3
`
3495.92 3880.86
9 3067.89 3416.99 4 3360.19 3795.19
10 3128.66 372L65 5 3092,90・ 3256.29
11 3110.76 3493.60 6 3053.07 6494.08
12 4467.17 9955.30 7 3509.84 5153.54
1993.1 3212.82 3488.79 8 3216,90' 3969.30
2 3017.76 3652.67 9 3141.79 3454.91
3. 3733.69 390523 10 3134.7G 3768.32
9 3425.35 3662.57 11 2944.75 3538.12
5 3137.2 3287.Ol 12 4272.03 9626.9?
6 3099.86 6035.82 1996.1 3197.56 3548.9C
i 3507.77 5535.79 2 2993:90 3748.65
8 3238.32 3870.21 3 3543.42 3891.04
,
9 3036.62 3430.53 4 3377.06 3903.19
10 3111.08 3682.08 5 3055:60 3167.Q7
11 3103.34 3492.G6 6 3198.48 6645.12
12 4452.11 9886.46
デル ー タは このように 「物価上昇分}・よって膨れ上 っ緻 値 を しぼ ませ る繍 を果 た してい





それ で は, 前節 において定め られた時間の系 を用 いて, さまざまな経済時系列 データの分析 に応用
してみ る こ とにす る。
図1 名目消費水準
表1の 消費水準 と表2の 消費水準のデー タを図示 してみた ものがそれ ぞれ図1 と図2で あ る。
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図1で は, 明確な季節変動が表われているのに対 し,図2で は周期が一定 していない。 これは産業
用電力需要量 を基準 とする時間の系 と暦が一致 していないことによる結果である。
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この た め, 図1の デ ー タに対 して は, 1階の季節差分 と1階 差分を とると,図3の ような定常 に近
いデータが得 られるのに対 し,図2の デ ー タに お いて は, 後半 の周期 が5期 であることに注 目して,
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そこで時系列モデル分析 を行 う場合 には,明確に季節変動の表われるデータを用いた方が有利であ
り,今の例で は改めて時間の測定基準 を変更す る必要 はない と考え られ る。








とい う結果が得 られる。ただ し,()内 はt値 であ り,X2は自由度修正済決定係数である。





とい う結果 が得 られる。
この2つ の結果 を比 べる と,後 者の方があて はまりが悪 くなってお り,わ ざわざ時間の系 を暦 から
産業用電力需要量基準の系 に取 り替 える必要性 は感 じられ ない。
なお,時 系列モデルや回帰モデル を用 いた分析 の1つ に予測が ある。表2の データを用'いて将来の
ある期の消費水準 を予測 した り,表3の データを用 いて将来のある期 の消費水準 を予測 した りするわ
けであるが,前 者 の場 合,新 たな塵業用電力需要量のデータが得 られ るまで,そ の将来の期がいっか
らいつまでであるのかが我々に認識 できないので,産 業用電力需要量 を基準 とする時間の系に基づ く
予測は意味が ないよ うに一見する と思われる。 しか し,表3の 将来の期がいっからいつ までであるの
か は,・我々が暦 に普段 か ら慣 れ親 しんでいるために把握 しやすい とい うだ けの ことであ る。産業用電
力需要量 を基準 とする時間の把握が容易でない ことをもって予測の意味がない とは言 えないと考 えら
れ る。
さて,時 系列 データを扱 う際 には,変 化率が問題 となる ことが多し∫。経済学 において は特 に実質








(単位時間当た りの春期の実質GDP)一(単位時間当た りの前期 の実質GDP) XIOO(
.単位時間当た りの前期の実質GDP>
と読 み替 える ことがで きる。






とい う定義が考 えられる。実際 にこの定義 に基 づいて経済成長率 を計算 してみる と,表4の ようにな
る 。
表4成 長率の比較
95.7-9 95.10-12 96.1-3 96.4-E
経済 成 長率(17 0.6 1.2 2.9 一 〇 .i
ここでの成長率 一3 .3 4.1 4.6 一2 .4
これ を年率換算すれば,表5の よ うになる。
表5年 率の比較
95.7-9 95.10-12 96.1-3 96.4-6




ここでの成長率 一12 。6 17.3 19.6 一9 .4
表5 と表6か ら明 らか な ように,「 ここで の成 長 率」 は, 「経済成長率」を大幅 に増幅 してお り, こ
の数値が市場 関係者 に与 える影響の大 きさを考 えると,この例においては時間の測定基準を産業用電
力需要量に変更することは望 ましいこ とではないことがわか る。
最後 に,現代 では日本 と外国,例 えば米国 との時差 は一定である と考 え られているが,時間の測定
基準を別の ものに した場合, 必ず しも時差が一定で はないという事態が生 じる。
ここでの産業用電力需要量 を基準 に した時間の系 において も時差 は一定で はない。 この時差 を, 日
本 と米国における産業用電力需要量 の月次データを用い て,月初から月末までに経過した時間の差と
して計 測 す る ことにす る と, 日米間 の時差 は表6の ように求 められ る。
表6 .日米間の時差な どのデータ 11 65239.0015888.0049351.0[163.55
12 65995.0015919.005008LOO 16].60
年月 米 国の電 力四 日本 の電力暖20} 時差 円 レー ト⑳
1987.1&5742.0015562.0050180.00153.65
9 2 65430.00152G7.0050163.00154.00
198E.165400.0016423。0σ 48977.00193.05 3 68009.0016盤6.OO 51593.00146.85
2 65373.0016184.0099189.00180.70 4 68128.0015954.0D52174.00139.9
3 67018.0016995.0050023.0018C.60 5 70105.0015944.00591&LOf 144.60
4 66783.0016319.0050x64.00169.9C 6 92568.OCl6762.0055806.0(19E.10
5 68076.001GO61.0052015.00172.85 7 73715.0017453.0056262.00150.80
6 67973.0016680.0051293.00166.OO 8 7475LOO16438。00 58313.00143.5G
7 68814.0016885.0051929.00155.55 9 74525.0017234.0057291.00147.55
8 68731.0015796.005294].0015i.10 10 72929.0017412.0055512.00 140.25
9 69396.001G527.0052869.00154.60 ll 71015.0016731.00'54234.00 133,85'





1988.170989.0016391.0054598.00128.30 9 77195.0020063.0057132.⑪0 玉34.50
2 71750.0016832.0054918.00128.40 5 79766.0019959.0059807.00翌30.05
J 72987.0017646.0054841.00126.35 6 82712.002131LOO61401.00126.45
L 71799.oo16829.0054965.00童26.00 7 83957.00220弓400 61913.00璽28.65
5 73782.0016858.O[5&924.00126.25 8 84944.0020464.006448C.00.123.90
6 76255.0017959.0058296.00玉33.55 9 82722.00 21×198.GO 6122魂.00 115.80
7 763Q9.0018720.0057584.0[133.55 10 82678.0021337.006134LOO 124.25
8 79611.GO 18064.0061547.00玉36.10 ll 80421.0020587.OD59834.00玉25.75
9 77573.00 18806.0058767.⑪0 135.45 12 77358.0020276.0057082.00垂25.70
10 76560.GO 18705.0057855.00126.8C1993.1 78079.0019434.0058690.00125.65
ll ?4147.0018473.0055679.00122.8D 2 77017.00 19435.0057581.00藍玉8.75
12 79500.0018620.0055880.00127.00 3 79504.002111[.ac58394.00lI?.30
1989.172315.0017737.0054518.00130.55 4 79593.0020153.0059490.00112.20
2 Moos.00 17483.0053520.00128.15 5 82100.0019949.0062151.00 108.35
3 72105.0019117.0052988.00 133.2G 6 84768.0021348.0063420.00 107.65
L 74165.0018993.0055675.00133.50 7 85370.002132.00 64045.00 107.15
5 76330.0018399.0057931.00143.85 8 86832.0019787.0067045.00105.20
6 78376.0019537.0058839.00145.30 9 83839.0020780.00&3059.00106.15
7 77780.0020210.0057570.00140.00 10 83377.00 20597.0062780.00109.20
8 80488.00 19587.0060901.00145.30 11 81218.0020086.0061192.00109.95
9 "r8769.00 20141.0058617.00141.20 12 8116.00 19747.0061399.00 113.OO
10 79760.0020048.0(59712.00143.351994.1 79'L31.0018984.0060247.00Ho.go
ll 76950.0019718.0057232.00143.95 2 76758.0019065.ac57693.00105.20
12 76795.001969a.0057105.or199.55 3 79499.0020625.0058869.00 104.15
1990.1 74472.00 18811.0055661.00 195.25 4 79x5&.0019741.0059815.00 103.55
2 7389LOO 18543.0055398.00149.80 5 82362.00 19732.0062630.00105.50
3 76119.0019985.0056129.00159.00 6 85553.0021488.005065.00 99.80
4 75528.00 19383.00561A5.00160.30 7 85517.0022554,00丁 62963,00・ 99.50
5 78021.0019640.0058381.00 152.60 8 88378.UO2131f.as67068.00 10⑪.60
6 79901.⑪0 21086.0058815.00 153.90 9 86257.00 2195`.0059302.00 99.45
7 80345.OD21752.0058593.Of148.70 10 84979.UO21704.0063275.00 98.45
8 83232.OO20840.0062392.00145.45 11 82534.0021175.0051359.00100.00
9 80813.0021311.0059502.00 139.00 is 81803.0020921.0060882.00100.85
10 81152.0021579.0059573.00至30.401995.1 81819.0019805.0062014』0 99.55
11 76909.0020662.005629`r.00139-40 2 79337.00 20204.0059133.0098.10
12 76050.0020639.0055411.00135.60 3 82976.0021849.0061132.0090,35'
1991.1759Q8.001996.0055952.00132.15 4 81899.0020755.0051144.0084.75
2 73535.00 19973.0053562.00133.20 5 85122.0020561.0069b61.0084.25
3 74511.00 2128E.0053231.00141.95 6 87639.00 21629.0066010.0085.&5
4 75520.00 20679.0051891.00 138.40 7 86711.QO22334.0069377.0089.45
5 80022..0σ' 20702.OE59320.00138.85 8 90357.0021643.006871A-00100.15
6 80356.0021938.0(5841.00 138.r5 9 8606LOO 21504.0064557.00100.10
7 81396.OO22671.0058719.00138.80 lo 85936.00 21645.as64287.00102.80
8 83743.00 20884.0(62859.00138.15 11 82735.0020982.Q[61753.00 102.65
9 81739.0021615.0060124.00133.85 12 82516.0021032.0061984.00 103.95
10 80968.0021835.0059133.00131二851996.1 819董4.00 20116.0061798.00108.30
11 77952.002089.0057057.0013].05 2 81678.0020937.0060741.00105.85
12 76300.002053LOO 55769.00126.25 3 84096.00 21594.0062502.00107.35
1992.176504.00 .19726.00 56778.00126.90 4 80929.0020769.006016(.00105.85
2 96122.0019944.0056178.00130.30
3 78560.0020732.0[57828.00133.85
この時差 は, 日米間の経済情勢を比較 する際に1つ の手掛か りを与 えると考 えられ る。例えば,表
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これ は, 時差が広が るほ ど円高 になることを意味 している。産業用電力需要量が伸 びているときは
景気が良 く,減 少 して い る と き は景 気 が 悪 い と考 え られ る{2z;ので,時 差 が 広 が る とい う こ とは,米
国の景気が良 くなるか, 日本 の景気が悪化 するか,あ るいはその両方である.と言 える。
「
日本の景気が悪 くなると,日 本か ら海外投資が引き揚 げていき(民 間外国企業支店の閉鎖, 日本 の
株式売却な ど),必要のな くなった円が売 られるため円安 になる という見方 もある{23}が,この回帰分
i
析の結果は逆の見方を提供 している。
以上 のように,産 業用電力需要量 を基準 とした時間 の系 はいろいろな分析 に応用 する'ことが できる
「
1
けれ ど も, 分析 すべ き問題 に応 じて必ず しも効果的でない場合 もあれば,効 果的な場合 もある'ことが
わ か った。
従 っ て, 分析 すべ き問題 に応 じて,そ れにふ さわ しい時間の系 を選ぶ ことも大切 であ ると考 えられ
る 。
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